










































































Ⅰp.148/20    そこで重紐の区別をいう場合に、この配置の違いに基づいて、
重紐四等字、重紐三等字というような呼ばれ方をすることがあるが、一般には
四等の段に並ぶ方を A 類又は甲類、三等の段に並ぶ方を B 類又は乙類と呼ぶこ
とが多い。  A 類、B 類と言う呼び方 






Ⅰp.159/-10~-6   だから相互の影響関係について、発想を逆転させて、原『韻
鏡』で B の方が転図上に現れないので、これより後の時代の切韻系韻書がそれ















の 3 字を全て A と判断すべきだろうということになる。  幽韻上、去声小韻
の類の帰属 







平声幽韻                上声黝韻 
影母小韻「幽：於虯」              影母小韻「黝：於糾」 
「泑  澤。在崑崙山下」       ――   「泑  崑崙山下澤也」 
「怮  《說文》憂皃」          ――   「怮  憂皃」 
(「呦  鹿鳴」)「籃  上同」    ――   「籃  愁皃」 
「苞  苞蟉。龍皃。又一糾切」  ――   「蚴  蚴蟉。龍皃」 
3韻書と等韻図Ⅰ/Ⅱ補説
群母小韻「虯：渠幽」              群母小韻「蟉：渠黝」 
「蟉  苞蟉。龍皃」         ――   「蟉  蚴蟉。龍皃。渠黝切」 
見母小韻「樛：居虯」         ――   見母小韻「糾：居黝」 
「朻  《說文》云，高大(>耴)也」―― 「朻  《爾雅》曰，朻者聊。又居幽切」 
 
といった又音が見られる。このうち「籃」と「朻」以外は義注も一致する。「苞」












平声幽韻                上声黝韻 
影母小韻「（欠損）」                  影母小韻「黝：於糾」 
「苞  〃蟉。又於糺反。亦作蚴」 ―― 「苞  〃蟉。又於□反。亦作蚴」 
の１例のみ。 
王二では 
平声幽韻               上声黝韻 
影母小韻「幽：於虯」                影母小韻「黝：於糾」 
「泑  澤。在崑崙山下」        ――  「泑  崑崙丘下澤名」 
「怮  憂皃。又於聊反」         ――  「怮  憂心」 


















の説。『上古音韻表稿』1944;1948, pp.102-104 に見える） 
董同龢の所説をごくかい撮んで紹介すると、上古の刪 an―鎋 at、山 än―黠
ät が南北朝期に至って、前者がそのままだったのに対し、後者は大きく変化し、
山 än>an =刪; 黠 ät >t=没となって、鎋が刪と山の双方を承けるようになったの
が、混乱を生み、27刪―14黠、28山―15 鎋と入声韻の配列の逆転に繋がった。
王二の配列はその混乱を示すもの、ということである。 
なお董同龢『中国語音史』1952, p.45,61、『漢語音韻學』1968, p.85,103 のいず
れにおいても 27刪-14 鎋；28山-15黠と入声の順序を入れ替えて相配させてい
るが（27刪-15 鎋；28山-14黠ではない）、それについての説明はない。番号は





































《漢語音韻學》, 台北, 王守京(董同龢夫人)發行, 330p.の p.109, 16-21 行目に極
僅かな違いがあるが、同じ表現で現れている。 
 
周法高 1948〈玄應反切考〉, 《中央研究院歷史語言研究所集刊》20 本上, 
pp.359-444 
董同龢 1955; 1973《中國語音史》, 中華文化出版事業委員會, 190+4p.; 華岡出版
部影印,  
《鶴山先生大全文集》(四部叢刊), 卷 56 
龍宇純 1960; 1969《韻鏡校注》, 藝文印書館, 318p.; 第三版 1969 



















原本『切韻』（上田 1975 推定） 
平声 去声 入声 摂 
1東   1屋 1通 
2冬   2沃  
3鍾   3燭  
4江   4覺 2江 
5支   3止 
6脂    
7之    
8微    
9魚   4遇 
10虞    
11模    
 12泰   
12齊   5蟹 
 14祭   
13佳    
14皆    
 17夬   
15灰    
16咍    
 20廢   
17真   5質 6臻 
18臻   6物  
19文   7櫛  
7韻書と等韻図Ⅰ/Ⅱ補説
20殷   8迄  
21元   9月 (→7山) 
22魂  10沒  
23痕    
24寒  11末 7山 
25刪  12黠  
26山  13 鎋  
27先  14屑  
28仙  15薛  
29蕭   8效 
30宵    
31肴    
32豪    
33歌   9果 
34麻   10假 
35覃  16錫 16咸（一等韻）――入声 12梗 
36談  17昔 16咸（一等韻）――入声 12梗 
37陽  18麥 11宕――入声 12梗 
38唐  19陌 11宕――入声 12梗 
39庚  20合 12梗――入声 16咸（一等韻） 
40耕  21盍 12梗――入声 16咸（一等韻） 
41清  22洽 12梗――入声 16咸（二、三等韻） 
42青  23狎 12梗――入声 16咸（二、三等韻） 
43尤   14流  
44侯    
45幽    
46侵  24葉 15深――入声 16咸（二、三等韻） 
47鹽  25怗 16咸（三、四等韻） 
48添  26緝 16咸（三、四等韻）――入声 15深 
49蒸  27藥 13曾――入声 11宕 
50登  28鐸 13曾――入声 11宕 
51咸  29職 16咸（二、三等韻）――入声 13曾 
52銜  30德 16咸（二、三等韻）――入声 13曾 
53嚴  31業 16咸（二、三等韻）   





声の 6,7 と 12,13 が入れ替わっている以外は、対応する順番に並んでおり、摂に













平声  入声 摂 
29蕭 eu ( s-) ＝ 16錫 ek (s-) 8效――入声 12梗 
蕭：蘇彫  錫：先擊  
30宵 iu ( s-) ＝ 17昔 ik (s-) 8效――入声 12梗 
宵：相邀  昔：思積  
31肴 au (-) ≠ 18麥 k (m-) 8效――入声 12梗 
肴：胡茅  麥：莫獲  
32豪 u (-)    
豪：胡刀    
33歌  (k-)   9果 
歌：古俄    
34麻 a (m-) ＝ 19陌 ak (m-) 10假――入声 12梗 
麻：莫霞  陌：莫白  
35覃 m (d-) ≠ 20合 p (-) 16咸（一等韻） 
覃：徒含  合：侯閤  
36談 m (d-) ≠ 21盍 p (-) 16咸（一等韻） 
談：徒甘  盍：胡獵  
37陽 i (j-) ＝ 27藥 ik (j-) 11宕 
9韻書と等韻図Ⅰ/Ⅱ補説
陽：與章  藥：以灼  
38唐  (d-) ＝ 28鐸 k (d-) 11宕 







源」，『北京大学学報（人文科学）』1957 年 4 期, pp.69-83、「切韻韻目四声不一貫







































平声  入声 平声陽韻尾韻 摂 
33歌  (k-) ≠ 28鐸 k (d- ) cf.38唐  (d-) 9果  ――入声 11宕 
歌：古俄  鐸：徒落 唐：徒郎  
34家 a (k-) ＝ 19格 ak (k- ) cf.12庚a (k-) 10假 a ――入声 12梗 






34麻 a (m-) ＝ 19陌 ak (m-)  10假 a ――入声 12梗 
























原本『切韻』（上田 1975 推定） 
平声   去声 入声  摂 
1東 t-  1屋 -  1通 ou/u 
2冬 t-  2沃 -  1通 o 
3鍾 t-  3燭 t-  1通 o 
4江 k-  4覺 k-  2江 au 
5支 t-  5質 t-7櫛 t- cf. 17真 18臻 3止 ie ――入声 6臻et/iet 
6脂 t-  5質 t-7櫛 t- cf. 17真 18臻 3止 i ――入声 6臻et/iet 
7之 t-  5質 t-7櫛 t- cf. 17真 18臻 3止 ――入声 6臻et/iet 
8微 m-    3止 i 
9魚 -    4遇  
10虞 -    4遇uo 
11模 m-    4遇 o  
12泰 t-   5蟹 i 
12齊 dz-    5蟹 ei 
14祭 ts-   5蟹 ii 
13佳 k-    5蟹 a 
14皆 k-    5蟹 i 
17夬 k-   5蟹 ai 
15灰 h-    5蟹 ui 
16咍 h-    5蟹 i 
20廢 p-   5蟹 i 
17真 t-  5質 t-  6臻 ien  
12 太田　斎
18臻 t-  7櫛 t-  6臻 en 
19文 m-  6物 m-  6臻 n 
20殷 -  8迄 h-  6臻 n 
21元 -  9月 -  →7山n 
22魂 -  10沒 m-  6臻 un 
23痕 -    6臻 n 
24寒 -  11末 m-  7山 n 
25刪 -  13 鎋 -  7山 an 
26山 -  12黠 -  7山 an 
27先 s-  14屑 s-  7山 en 
28仙 s-  15薛 s-  7山 in 
29蕭 s-  16錫 s- cf.42青 ts- 8效 eu―入声 12梗 ek 
30宵 s-  17昔 s- cf. 41清 ts- 8效 iu―入声 12梗 k/ ik 
31肴 -  18麥 m- cf. 40耕 k- 8效 au―入声 12梗 k 
32豪 -  28鐸 d- cf.38唐 d- 9效u―入声 11宕 k 
    （七音略式） 
33歌 k-  28鐸 d- cf.38唐 d- 9果 ―入声 11宕 k 
    （四声譜式） 
34麻 m-  19陌 m- cf.39庚 k- 10假 a―入声 12梗 ak 
43尤 j-    14流 iu 
44侯 -    14流 u 
45幽 -    14流 eu/ ieu 
35覃 d-  20合 -  16咸（一等韻）m 
36談 d-  21盍 -  16咸（一等韻）m 
51咸 -  22洽 -  16咸（二等韻）m 
52銜 -  23狎 -  16咸（二等韻）am 
47鹽 j-  24葉 j-  16咸（三等韻）m/im 
48添 t-  25怗 t-  16咸（四等韻）em 
46侵 ts-  26緝 ts-  15深 em/ ie m 
37陽 j-  27藥 j-  11宕  
38唐 d-  28鐸 d-  11宕  ――9果  
49蒸 t-  29職 t-  13曾 B e/ C  
50登 t-  30德 t-  13曾  
53嚴 -  31業 -  16咸（三等韻）m 





















     皇 u平 晃u上 璜u去 鑊uk 入 禾u平 禍u上 和u去 
     光 ku平 廣 ku上 珖 ku去 郭 kuk 入 戈 ku平 果 ku上 過 ku去 
といった一連の組み合わせを以下のように二つに分け、 
段階Ⅱ 
(唐-鐸韻)  皇 u平 晃u上 璜u去 鑊uk 入 
(歌-鐸韻)  禾u平 禍u上 和u去 鑊uk 入 
(唐-鐸韻)  光 ku平 廣 ku上 珖 ku去 郭 kuk 入 
(歌-鐸韻)  戈 ku平 果 ku上 過 ku去 郭 kuk 入 
として、然る後に入声韻を陽韻尾韻との対応に限定し、 
段階Ⅲ 
(唐-鐸韻)  皇 u平 晃u上 璜u去 鑊uk 入 
(歌韻)     禾u平 禍u上 和u去  
(唐-鐸韻)  光 ku平 廣 ku上 珖 ku去 郭 kuk 入 




















































Ⅱ 注(5)  p.164/21  …、この反切も『韻詮』に附されたものではないかも
しれない。  『韻詮』という書名 








































は全部で 7 種の字音が挙がっており、他の 5 種は以下の通り。Ⅱpp.206-207 で
既に挙げているが、説明の便宜のために再録する。 
 
咍韻「咼：當來」小韻中「夐  牛羊無子」 
宵韻「怊：蚩招」小韻中「夐  牛羊不生子也」 
豪韻「饕：他刀」小韻中「夐  牛羊無子也」 
豪韻「匋：徒刀」小韻中「塲夐  說文牛羊無子也。隸作夐」 






















邵榮芬 1995《《經典釋文》音系》pp.508-513 では以下の通り： 
譸：竹求  
    旒駵裗鷚：力求  
    騶：側求  
    蒐廋搜拆鄋鱐(走)叟瞶：所求  
    鳩：九求  









蹂：仁求                       
    究：居求 
嚘：於求 
 
  上田正 1987『慧琳音義反切総覧』に見える例では： 
   留：力求  
    拆：所求  
    丩：居求 
    鵂：許求 
18 太田　斎
    疣郵：有求 
 
 大島正二『唐代字音の研究』本文篇 pp.397-409 には以下の例が挙がる： 
   鄋：所求  漢書音義  
    搜颼瞶：所求 文選音義  
    叟：所求  晋書音義  
   樛：居求  漢書音義  
   牛：魚求  晋書音義 
休：許求  漢書音義 











Ⅱ 214/-13  「115/-8  …結合しないということである 【補注】軽唇音の韻
母との共起制約」の 2 行目  例：「覅」fiào ←「勿要」。 
なおこの字、字音は以前の『现代汉语词典』（例えば 1983 年第 2 版；1996 年
修訂第 3 版）には載っていたが、方言（具体的には呉方言）特有のものという





Ⅱ 217/7  「148/-2  韻には重紐の対立は無い 【補注】尤韻は重紐韻か？」
の 4 行目  いずれも増加小韻で、軽唇音（！）。 
重紐韻の唇音字はそもそも軽唇音化しない。軽唇音化するのは三等韻のうち































Ⅱ 217/-8 「148/-2  韻には重紐の対立は無い 【補注】尤韻は重紐韻か？」





















Ⅱ224/-2    31.4.蒸韻の類相関の「199/-11  …牙喉音は開合で帰類を異にして
いる 【補注】蒸韻の帰類はどのように判断されたか」の 4 行目  但し、一








上田 1975 には、唇牙喉音小韻の中で C 類とするものは無い。韻図は影母につ
いては、「憶：於力」を三等に置き、「抑：於棘」は転図上に現れない。判断の具
体的根拠について上田氏は他の論文においても語られたことは無いように思う。 
以下、本稿が依拠する平山 1966 及び平山 1972 の所説の概要を紹介する。平
山 1966 では蒸職韻の唇音字及び合口牙喉音字（後者は職韻のみ）が類相関から
見て B 類の性質を持つのに対し、開口牙喉音声母字は反切上字に A,B 類字が全











ていることから、この小韻もまた B 類とした。実のところ、C 類反切下字に多
用される「力」がこの見母 B と認定した小韻においても下字として使用されて
おり、この見母小韻を B 類相当とみなすことの論拠にやや苦慮し、切韻の見母




疑母字も B 類と考えられ、平山 1966 では増加小韻につき考察の対象外として
いた、切韻平声蒸韻の「洗：綺競」（上字 B）もまた B 類と見做されることを






原本切韻推定原文   C 憶 於力反。九 臆 億 繶 醷 澺 檍 貅 薏 
  B 抑 於棘反。一 
廣韻         憶 於力切。十七 億 臆 (肊 枋) 繶 醷 澺 薏 (攫 貅 恂) 
檍 ( ) 抑 (聆 癔) 
 
広韻(  )内は増加字。この合併により「抑(聆)」は広韻において B 類から C 類
へと所属が変わってしまった。なお末尾の「癔」はその諧声符から見てそもそ































が「抑」の反切下字としては B 類、「憶」小韻に所属するという点では C 類と
いう一貫性の欠如を解消できよう。 
今、仮に見母 C の本来の反切を切韻系韻書に見られる「紀力」で代表させ、




同音字のみ記し、釈文は省略する。下線の違いで C 由来（ ）か B 由来（ ）
かの違いを示した。 
 
原本切韻前    C  {殛(*紀*力反。四) 虧}  
B  {襋：*居*抑反。 棘} 
推定切韻原文   殛(紀力反。四) 虧 襋 棘 










について、上田 1975 は「嶷：魚力」と推定するが、今、李永富 1973 に従う。 
なお太田 2014 は原本切韻における重紐韻の合併の事例は、宵韻去声笑韻にお
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頁/行         誤                  正 
35/8     張 t平 長 t上 悵 t去 著 tk     知 tie平 倁 tie上 智 tie去  窒 tiet 平 
     → 張 t平 長 t上 悵 t去 著 tk 入  知 tie平 倁 tie上 智 tie去  窒 tiet 入 
201/10   と断を入れたのは  →  と断りを入れたのは 
211/-8~-7  しかし王三（完本王韻との略称もあり）…   








頁/行            誤                  正 
147/17（注(4)）   日本訳：  →  日訳： 
179/-11（注(13)） 「蓋：公」、 →  「蓋：公艾」、  
181/5（注(13)）  「一百廿喃部」 →  「一百廿喃部」 
181/19（注(13)）  訳：  →  日訳： 
182/21(-15)（注(13)） 訳：  →  日訳： 
182/-5（注(13)）     訳：  →  日訳： 
183/10-11（注(13)） 『文鏡秘府論調』「四声譜」→『文鏡秘府論』「調四声譜」 
183/11（注(13)）   『韻鏡』序 →   『韻鏡』「序」 
184/-9（注(13)）  「XAB」で事足りるのに「X 音 AB」と→ 「XAB 反/切」
で事足りるのに「X 音 AB 反/切」と 
190/-7（注(24)）  「九弄図」は元刊本玉篇の巻頭などに見える。→   「九
弄図」は宋本玉篇巻末、元刊本玉篇の巻頭などに見える。 
198/-9（注(38)）    見なすことにもまた問  →  見なすことには問 
199/-6（注(41)）    その上、去声の字は  →  その上声、去声の字は 
213/-7（「69/18 諸方言に実例がある 【補注】非：敷の対立」の 9 行目） 
非：敷の対立  →  非敷：奉の対立 
214/-14（「115/-8  …結合しないということである 【補注】軽唇音の韻母との
共起制約」の 2 行目） 
f,v は単母音 i とは結び付くが、i 介音及び y 介音（＝i+u）
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と結びつくことはないようである。 →  f,v は単母音
i,u とは結び付くが、単母音 y、i 介音、u 介音、y 介音（＝
i+u）と結びつくことはないようである。 
217/-12 （「韻には重紐の対立は無い 【補注】尤韻は重韻か？」の 20 行目） 
平声の例は上田 1975 の推定では → 平声の例は上田
1975, p.61 の推定では 
217/-4  江南読書音では尤韻と幽霊を区別しない。 → 江南読書音では尤韻と
幽韻を区別しない。 
217/-3 （「韻には重紐の対立は無い 【補注】尤韻は重韻か？」の 29 行目） 
         尤韻は他に重紐 → 尤韻には他に重紐 
220/-5  （「180/-15 …という小韻が見られる。 【補注】「涇：初井反」は誤
字が関わる実在しなかった小韻」の 24 行目） 
「涇」もしくは「 」に → 「涇」もしくは「双」に 
224/-2  （「199/-11  …牙喉音は開合で帰類を異にしている 【補注】蒸韻の帰
類はどのように判断されたか」の 4 行目） 
          但し、一部 A 類あり。→ 但し、一部 B 類あり。 
225/-15  （「203/-8  になるだろうという予想だけは立つ 【補注】広韻反切の
みに基づく幽韻の類相関」この行自体） 
202/-8  になるだろうという予想だけは立つ 【補注】広
韻反切のみに基づく幽韻の類相関 → 203/-4  混乱して
しまうのである 【補注】広韻反切のみに基づく幽韻の類
相関 
226/-8  （「204/12  いる 【補注】明母非軽唇音化贅言」この行自体） 
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